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「御朱印集め」

私は、一人で旅行に行くことも趣味の一つで、あまり目的意識はなくなん

となく観光地をまわるみたいなスタンスでいたのですが、やはりもう少し

目的意識があった方が良いと思い、はじめたのが御朱印集めです。

正直、観光地を回るついでに良さそうな神社があれば御朱印をもらいに行

くという感じなのでけっこう雑多に集めてしまっている感もありますが、

それもそれとして旅の良い思い出として形に残るので良いかなと思ってい

ます。

私が御朱印をいただく際に少々苦慮してしまったケースがあります。

「お志」（自分が無理なく払える金額）の際に千円札しかなかった場合です。通常、御朱印を書いてもらうのに 

３００～５００円で料金が設定されている場合が多いので、「お志」の場合でもそれくらいで良いとされます

が、「お志」という言葉のイメージから、おつりをお願いする行為がハードルの高いものと感じてしまい、少々

お高い朱印をいただきました。

後から調べてみますと、おつりをお願いしても失礼にあたるなどそういったこともないそうですが、それ以降

は小銭を必ず準備してから行っています。

もし御朱印集めを趣味として始めたいという方は、行く前に小銭の準備をお忘れなく。
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私のススメ

　宮崎生協病院研修医の有田圭佑です。風邪の季節です！今回は風邪についてのお話をさせていただきます。　

「症状がつらい時は、医療機関の受診を」

　風邪の症状は主に「せき、のど、はな」の症状と「熱」がありますが、これらが全て揃わないこともよくあります。また、症

状だけでは一般的な風邪なのかインフルエンザ・新型コロナなのかの区別はできません。インフルエンザや新型コロナ

は重症化する可能性もあるため検査をして基礎疾患に応じて薬を追加することもあります。症状がつらい時は我慢をし

すぎず、医療機関を受診して必要な治療を行いましょう。もちろん市販の風邪薬で様子をみることも可能ですが、体調が

悪化した際にはすぐに医療機関へ相談しましょう。

「しっかりと感染対策を」

　新型コロナが5類感染症に引き下げられたことで多くの人と接する機会が増えてきます

が、インフルエンザや新型コロナを含む全ての風邪にかからないためには予防が重要で

す。予防の方法として、マスクの着用とうがい・手洗い・アルコール消毒は有効です。加湿

をすることでウイルスは活動が弱まるため、乾燥しないようにもしましょう。また、こまめに水分

補給をすることで口の中のウイルスを胃に流し込んで分解したり、鼻から排除する効果が

高まります。

　これまで通り、風邪にかからないための予防を心掛けましょう。いろいろな対策があります

が、まずはしっかり食べて寝て体調を整えることが前提です。心身ともに健康に気をつけて

冬を乗り越えましょう。
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も
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あ
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あ
る
。
大

男
の
大
杉
栄
が
昆
虫
記
と
格
闘
し
て
い
る
感
じ
が
想
像
で
き

て
、
と
て
も
微
笑
ま
し
い
。

「超人ナイチンゲール」

（栗原　康 著）
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13 てのひら医学生と宮崎民医連の情報誌。 14てのひら 医学生と宮崎民医連の情報誌。


